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　この事業所では、冷凍食品や加工食品の製造および販売をしています。生産に伴い排出される加工処理水や洗浄水等
の排水を浄化処理する施設では、24時間曝気処理を行っており、固定的なエネルギー消費構造になっていました。
　そこで今回、生産加工量に伴い増減する汚水処理量にあわせるため、DO（Dissolved Oxygen：溶存酸素濃度）値管
理による曝気量制御システムを導入しました。更に3台ある曝気ブロワのうち1台をインバータ式に変更し、結果として過
曝気を抑制できるようになったため、エネルギー使用量を削減することができました。
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■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：
　　　　　　　6％（原油換算　8.5kℓ）低減
　・年間エネルギー費用：6％（64万円）低減
　・年間CO₂排出量：6％（15.0t-CO₂）低減※

■設備概要
●ブロワ（排水処理系統）
　・22kW×3台（うち1台INV化）
●DOセンサ
　・設定：2.0㎎/ℓ

※ 電力のCO₂排出係数：0.444kg-CO₂/kWh
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曝気量制御システム導入による省エネ

システム図

システム図

　このホテルでは、冷房用冷水を搬送している2次ポンプは必要時に連続で稼働しています。これまでは各系統5台の
ポンプのうち1台にインバータポンプを採用していましたが、今回残りの4台にもインバータを導入した結果、適宜必
要量の流量を搬送できるようになりました。また、同時に台数制御装置も導入したことにより、更なる省エネシステム
を実現することができました。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：68％低減
　・年間エネルギー費用：68％低減　
　・年間CO₂排出量：68％低減※

■設備概要
●インバータポンプ×8台（新設）
　（インバータ機能付加）
●台数制御装置×2台（新設）

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh
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　この工場では、自動車部品の製造をしていますが、エネルギー管理指定工場であることから、CO₂排出量削減に向けた方
策の検討を進めていました。従来システムとして洗浄工程では、電気ヒーターによる温水槽の加温をしていましたが、稼働時
間も高いことから電気使用量が多いことが課題でした。
　そこで今回、加温工程において電気ヒーターから循環式ヒートポンプを採用することにした結果、省エネ・省コスト更には
省CO₂も合わせて達成することができました。

■改善効果（設計上試算）
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：65.5％低減
　・年間エネルギー費用：65.5％低減
　・年間CO₂排出量：65.5％低減※

■設備概要
●循環加温ヒートポンプ
　・14.0kW（加熱能力）×1台（新設）

※ 電力のCO₂排出係数：0.444kg-CO₂/kWh
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本社棟及びロボット製造関連施設における
エネルギーマネージメントシステム導入による省エネ
本社棟及びロボット製造関連施設における
エネルギーマネージメントシステム導入による省エネ

　この本社棟及びロボット製造関連施設では、電力会社から供給される電力のほか、太陽光発電（574kW）とコージェネシ
ステム（35kW）を併用し全体の電力を賄っています。
　今回、エネルギーマネージメントシステムによる自動空調制御や設備へのインバータ導入、また未利用エネルギーの活用な
どによって全体的な省エネルギー化を実現しました。加えて、夜間電力を蓄電池システム（100kW）に蓄え昼間に放電し利用
することによりピークシフトにも貢献しています。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：76％低減
　・年間CO2排出量：83％低減※

■設備概要
●空調方式
　・EHPマルチパッケージ
　 （10kW×6台、15kW×10台、
　　20kW×8台、30kW×2台）
　４階事務所：床吹出し＋デシカント空調
　　　　　　（一部外気にクールチューブ利用）
　エントランス・ロビー：床吹出し
●太陽光発電　574kW
●コージェネシステム　35kW
●蓄電池システム　100kW

※ 電力のCO₂排出係数：0.463kg-CO₂/kWh
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